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歯科矯正学講座の教育カリキュラム

５
年
間



最近の研究成果について

歯科矯正学大学院生テーマ
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フルバスタチンによる軟骨内骨化コントロールへの応用



近年、歯科矯正学講座では、

疾患特異的iPS細胞の樹立
の研究を開始した



歯科矯正学講座の研究戦略

顎変形症や口唇口蓋裂の病態についての形態学的解析

歯の移動メカニズムの解明

矯正用アンカースクリューの安定性向上について

頭蓋顎顔面の成長発育コントロールについて

先天性疾患に関する病態解明と治療法の模索

三次元形態解析(主にCTを用いた）、統計学的解析

動物実験、分子生物学的解析

構造解析、動物実験

分子生物学的手法、動物実験

遺伝子工学、細胞分子生物学的手法



最後に

東京歯科大学歯科矯正学講座の大学院生になると

スーパー矯正歯科医師

学位
（博士）

研究者

矯正歯科
認定医

臨床も一流を目指す

研究も一流を目指す

その分野の権威となる



人生が夢と希望に満ち溢れた
歯科矯正学講座で

一緒に頑張りませんか？


